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忘年夜間例会
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『奉仕と親睦
　　　そして財団』
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持続可能なロータリーに！
共に学び、共に行動

（楽しくポシティブにゴー）

会場： 当 田 屋 御 殿

新 年 家 族 例 会

第3128回
 12/13(金)

第3130回
 1/5(金)12月第3例会12月第2例会12月第2例会

第3128回
12/13(金）

第3129回
  12/20(金) 1月第1例会

開 会 点 鐘
四 つ の テ ス ト
ロ ー タ リ ー ソ ン グ
会 長 の 時 間
幹 事 報 告 等
プ ロ グ ラ ム
閉 会 点 鐘

点鐘：12:35

出席率63.6％
鯖江商工会議所　４F大会議室

点鐘：18:30

佐野　直美
ソングリーダー

注：１２月２７日（金）は、休会です

点鐘：18:30

ロータリーソング

卓話

テーマ

幹 　事 　報 　告 　及 　び 　委　 員 　会　 報 　告　

ロ　ー　タ　リ　ー　情　報　の　時　間　
ロータリーの友（12月号）横組ページの内容
①（横P5）国際ロータリー（RI）会長ステファニー A.アーチック氏の会長メッセージです。②
（横P7～15）特集「疾病予防と治療月間」地域医療の現状とその問題点に目を向け、この分野
においてロータリークラブがどのように貢献できるかについて考察しています。（横P8～9）「日
本の地域医療の今」→日本の地域医療について、現状とその問題点を紹介しています。・健
康寿命と平均寿命の差は徐々に縮小傾向にある。・日本人の死因から予防を考える→積極

的な健康診断と生活習慣の是正で、病気の発症を抑えることが可能です。（横P10～11）「地域社会で取り組む」→地域
社会で疾病予防と治療に取り組むロータリークラブ・下呂RC：大塚耳鼻咽喉科医院医院長→減塩の取り組みを広め
るため、RC入会・奄美中央RC：奄美の子供たちに健康な歯を→フッ素洗口と歯磨きの習慣を拡大（横12～15Ｐ）は寄
付の集まりと、使われ方が記されています。③（横P16～19）エンド・ポリオ・ナウ：10月24日の世界ポリオデーにちなん
で、ポリオ根絶への取り組みが行われました。（横P16～17）日本各地のRCの取り組み→８件　（横P18～19）ポリオサバ
イバーがポリオ根絶のため、電気自動車で巡るロードトリップを実行→54日間12,342kmの旅、結果：約4,250万円の
寄付を集めた。が紹介されています。④（横P20～25）「私のロータリーのマジック」日本各地のロータリアンが体験した
「ロータリーのマジック」3連載の2回目：今回は6名の方が掲載されていますが、今回もどれもが感動的です。6番目の
鎌倉RC久保田氏は（縦P13）の「にっぽんふうど」の寄稿者です。⑤（横Ｐ28～31）バギオ基金・ロータリー日本財団の事
業報告です。⑥（横Ｐ32～33Ｐ）→日本に暮らす米山奨学生たちの声を届けるシリーズ二人目です。今回の語り手は、カ
ザフスタン出身の方です。日本へは、放射線医療を学びに来ています。⑦（横P34～37）ロータリー：アットワーク（ロータ
リー活動）＝10件：各地のRCで行われた、事業報告です。周年事業、クラブ事業、委員会事業の参考になります。…etc

次年度役員名発表と会長の時間

会場：サバエ・シティーホテル８F

テーマ 「生まれる前の約束」

酒 井  芳 則　会員

幸道　森市　会長　
今日はがんのリスク
検査、自宅で簡単に
唾液による検査「サリ
バーチェッカー」の話
です。

１・肺がん　２．大腸がん　３．膵がん　４．
乳がん　５．口腔がん　６．胃がんの６種類
のがんのリスクがわかります。お渡ししたチラ
シのQRコードからご確認ください。有料です。
　最近の新聞を見ていると、肥満治療が飲み
薬で出来る（ファイザー社、イーライ社、中外製
薬）とかALSについてもトフェルセンという新薬
の紹介が出ていました。
早期発見・早期治療で健康を維持しましょう。
年次総会
今年度（11/1）の指名委員会に於いて、次々年

度会長候補者（梅田吉臣氏）を指名し、また、次年度会長（瀧ヶ花秀晃氏）に対し、クラブ細則第３条第１節（３）によ
り、次年度理事候補者の指名を12/6第１例会で発表していただきました。12/13（第２例会）の総会にて承認を求
めます。：異議なし！ ありがとうございました。
次々年度会長：梅田吉臣氏、次年度理事６名：（大島・野中・帰山・増永・野呂・大橋会員）、会計：田村会員　副幹事：
酒井芳則会員　以上が承認されました。

会員
卓話

幹事報告　梅田　吉臣　幹事
　12/13：持ち回り理事会に於いて、入会申込書を受領いたしました。「青柳　良彦（よしひ
こ）氏（６５歳）職業：越前町町長」意義のある方は、１週間以内に幹事まで申し出てくださ
い。
　12/16（月）日本赤十字社福井県支部（日赤病院横）へ能登地方の地震に対する義援金
を持参し、事務局長に手渡します。福井新聞の記者に来てもらい、写真記事にします。義援

金は、募金52,000円+災害積立50,000円＝102,000円です。
　当クラブの岩尾修会員からのお話です。岩尾修会員の奥様が、１１月末に２週間ほどフィリッピンへ里帰りをした
時、観光に来ていた6～7人の方とお話しする機会があった時の事です。その中の１人は富山（2610地区小矢部RC）
の方でした。奥様は「私の主人もロータリーの会員です」とお話しすると、「偶然ですね」と言われ、「5/24～25のシン
ガポール国際大会のピンバッジをご主人にあげて下さい」と、その方よりバッジを頂いたそうです。これがバッジと名
刺です。奥様は帰ってきて「主人がロータリーに入っていて誇らしい」と嬉しそうに話をされたとの事です。岩尾修会員
は、すぐに小矢部RC柴田様に礼状を出したそうです。　　※1/5家族新年例会に奥様の参加をお願いします。
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にこにこＢＯＸ報告

テーマ会　員
卓　話

幸道　森市　会員
梅田　吉臣　会員
酒井　雅憲　会員
帰山　明朗　会員
藤井　智正　会員
酒井　芳則　会員
岩尾　顕治　会員
窪田　健一　会員

次次年度会長、次年度役員決まりホッとしています。

酒井芳則君、卓話ありがとうございます。

酒井芳則会員の卓話楽しみです。

酒井芳則会員の卓話楽しみに。

酒井芳則さま、卓話よろしくお願いします。

南保先生をお迎えして。

忘年会、新年会に多数の会員家族の参加をお願いします。

酒井芳則会員の卓話に期待して。

ニコニコ報告
佐野　直美
ニコニコ副委員長

清水　康弘　会員
増永　英彦　会員
大橋　良史　会員
木村　知行　会員
笹尾　昌敬　会員
岩尾　　修　会員
佐野　直美　会員

予防接種していただきありがとうございました。

酒井芳則会員の卓話楽しみです。

インフルエンザ予防接種ありがとうございました。酒井さんの卓話を楽しみに。

インフルエンザ・コロナ流行しています。ご注意ください。

早退させていただきます。

良い事がありました。酒井芳則会員の卓話楽しみにしてます。

インフルエンザ予防接種ありがとうございました。今年も残り半月ですね。忘年例会楽しみです。

卓話者紹介　山崎隆弘　プログラム委員長代理
　本日の卓話者は、「酒井　芳則　会員」です。
テーマは「生まれれる前の約束」です。
卓話者：酒井　芳則　様
テーマ：「生まれる前の約束」
生まれる前の約束　　　魂の話
　（生きる意味）私はなぜ生きているのか？なんのため
に、そんざいするのか、人生は一人ひとり違います。それ
ぞれ皆波乱万丈の人生を生きています。私たちは生まれ
る前にあの世にて神様とたいせつな約束をかわします。
この事を深く理解したとき、人生の苦しみや困難に対す
る見方にも変化が表れるはずです。生きる意味について

考えてみましょう。人は何度でも生まれ変わると言われています。通常は5～6回程
度うまれかわっているそうですが、肉体は死をむかえますが、魂は滅びることがな
く、時空を超えて生き続けます。私たちがこの世に生まれてくる目的は魂を磨くた
めです、幾度も人生を経験し過去から未来えと魂を磨き続けています、魂は前世で
自らが作り出した（因果）を乗り越える事で成長します。命という漢字は、人は一度は
叩かれると分けれます。どんなに幸せで、理想的な人生を送る人でも必ず一度は
試練に直面します。自分できめてきたその試練を乗り越えることが（因果）を克服
する事であり、魂を磨くために命を授かっているのです。因果は自らが選んだ試練
であり、どんな困難に直面しても乗り越えられるものです。人間の心のなかには、本
来の姿である（真我：しんら）が存在します。試練に直面すると、私たちはネガテブ
な思考に陥りがちですが、心の奥底にある（真我）はどんな困難でも、魂を成長さ
せる絶好の機会として、喜んでその試練を乗り越えようとします。真我は因果を克
服する事は魂を成長させ、その使命を順調にはたしている事をしっています。どん
な大きな困難に直面してもそれは、魂が磨かれている証なのです。現世で魂を磨
くことは、神様と交わした（生まれてくる前の約束）事です、真我はどんな困難にも
懲りることなく常に喜んで立ち向かい心魂を磨き続けます、これは潜在意識に反
映され、心の中核で光り輝きます。心豊かに人生を楽しみましょう。今の環境は今
の自分にちょうどいいのです。
　木村秋則さん（きむら あきのり、1949年11月8日 - ）は青森県弘前市のリンゴ
農家です。自然栽培の第一人者であり、11年かけて無農薬・無施肥のリンゴ栽培
に成功しました。1949年に青森県中津軽郡岩木町(現弘前市)で三上家の次男と
して生まれました。青森県立弘前実業高等学校商業科を卒業後、集団就職でトキ
コに入社し、原価管理課に配属され経理を担当しました。1971年に「農業を手伝
ってほしい」と父に説得され帰郷し、リンゴ栽培を中心とした農業に従事しました。
最初は土地の広い諸外国のような機械による大規模栽培を志し、アメリカ製の大
出力トラクターを使ってトウモロコシ栽培を行っていました。1972年に中学校の
同窓生と結婚し、リンゴ農家である木村家の婿養子になりました。
［安心して行ける畑を］
　妻は農薬に弱い体質で、散布するたび体調を崩し寝込んでおり、「妻が安心して
畑に行けるようにしたい」と無農薬栽培を始めました。リンゴの木には葉食性昆虫
や果実に穴を空けて入り内部を食害するシンクイガなどの虫が発生するだけでな
く、落葉を引き起こす斑点落葉病や褐斑病、果実に黒い病斑ができる黒星病とい
った病気があります。このため、多種類の殺菌剤や殺虫剤を含む化学合成農薬の
利用なしにリンゴの生産はできないと考えられています。1974年から農薬を減ら
し始め、品質農薬の散布回数を年10回以上から5回、翌年には3回、翌々年に1回
に減らしました。収穫量は減りましたが農薬代も減ったため、収益はありました。

［無農薬栽培への挑戦]
　1978年から無農薬栽培に挑戦したが、木が衰弱して花は咲かず、葉にびっしり
と虫がつき、虫の重さで枝が垂れ下がりました。どうにかして農薬を使わずに虫を
駆除できないかと、味噌や焼酎を散布しました。何か思いつけばすぐに畑に行き、
あらゆる食品を片っ端から散布しました。毎日手作業で虫を取りましたが効果はあ
りません。やがて木は枯れ、収穫量はゼロになりました。どんなに苦労を重ねても
収入がない状態が10年近くにわたって続き、キャバレーの客引きや出稼ぎで生活
費を稼ぎました。電気代や水道代を払うのがやっとで、畑の雑草を食べて生活費
を切りつめ、数千万円の借金を背負い、「かまどけし(=破産者、愚か者)」と呼ばれて
周囲から孤立しました。
［奇跡のリンゴ]
　女房を安心して畑に行けるようにしてやりたいという気持ちが、結果的に家族全
員を地獄に落としてしまいました。1984年の夏、木村は死を決意して、真夜中にロ
ープを持って岩木山をさまよいました。山のドングリを見て「なぜ山の木には虫も
病気も少ないのか」と思い、根本の土を掘りかえすと崩れるくらいに柔らかい。「こ
の土を再現すれば、りんごが実るのではないか」自然の繋がりの中で多くの生き物
が助け合った結果リンゴが実るのだと悟りました。USAのNOAA国立海洋大気圏
局の発表によると、農薬や化学肥料は土を破壊し害虫を呼びよせ、そして亜酸化
窒素という物質が地球温暖化の原因になつていると発表されました。農業で種を
植えたあとに撒く肥料がその６割は帰化し亜酸化窒素ガスとなり、オゾン層の破
壊と2酸化炭素の発生は車の300倍出す温暖化現象となります。この肥料は軍事
工場で作られ、使用は㎡あたり日本が一番多く使用しています。木村氏は徹底的に
自然を観察し、栽培方法を模索しました。山の環境に近づけるため、草は刈らずに
放置し、リンゴの根の上を重い機械が通ったら痛いだろうと思い、重い農機具を使
わなくなりました。最終的に木村氏を助けたのは、大豆の根粒菌の作用で土作りを
行った経験でした。土の中の根張りをよくするため大豆を利用したリンゴの木は年
々状態が上向き、1986年にようやくリンゴの花が咲き、果実が2つ実りました。
1989年、ついにリンゴの無農薬・無施肥栽培に成功しました。木村氏が確立した
無農薬・無施肥でのリンゴ栽培法は、従来不可能とされてきたことであり、弘前大
学農学生命科学部の杉山修一氏 は「恐らく世界で初めてではないか」と評しまし
た。1993年頃から「環境を脅かさない農法こそが、これからの時代に誇りを持って
取り組める農業だ」と考え、自然栽培の普及活動を始めた。国内外において技術の
普及に努めており、農業指導や講演を行っています。
【宇宙人からのメッセージ】
　奇跡のリンゴの木村秋則さんが語る不思議体験。2010年、羽咋市で初めて講
演を行った内容は「農業について」と、本人のUFO体験を交えた「UFOについて」で
ありました「奇跡のリンゴ」で知られている木村秋則さん。グレイ型宇宙人に遭遇し
ていることでも有名ですね。グレイ型宇宙人のUFOにも搭乗しています。で、木村
秋則さん。グレイのＵＦＯに乗船したときに、地球が滅びるまでのカレンダーを見
せられたといいます。「人類滅亡の期限」です。「UFOの中で見た地球のカレンダー
」2032.年に地球歴が終わると教わったといいます。暦を伸ばすには心を変えない
とダメだ、心ひとつで変わるといわれたそうです。ちなみに意識改革が必要ではな
いかとかんがえているそうです、地球がなくなるとか、大災害がおきるとかではな
いようですが。
　宇宙人には、・エル型（人間型）・ペル型（巨人族）・ゲル型（グレイ型）の３タイプ
がいることを秋山眞人さんが言っていますね。地球人には「エル型」が合っていま
す。心があたたかくなり、希望を感じる、崇高な思いが生じる、高揚する、そうしたフ
ィーリングをもたらす宇宙人や情報を軸にしたほうがいいですね。

「生まれる前の約束」酒 井  芳 則　会員


